
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 19 回幹事会議事次第 
 

1 日時：令和 4年 3 月 7 日（月） 13時 30 分～14時 30 分 
2 場所：オンライン（Web会議システム Zoom） 
3 出席者：林（会長）、甘利（副会長）、遠藤（副会長）、岡島、石濱 

陪席者：西田（防災科学技術研究所）、松本（〃）、倉谷（〃）、田代（〃）、高田（セコム）、 
斉藤（筑波大学）、高野（〃）、秋葉（〃）、鈴村（〃）、根本（〃） 
                                   （敬称略） 

4 議事 
Ⅰ. レジリエンス研究教育推進コンソーシアムに係る事案 

(1) 役員の任期満了に伴う選出について························································································· 資料 1 
(2) 総会・運営委員会委員の交代について ········································································ 資料 2-1～2-2 
(3) 令和 4年度コンソーシアム活動企画及び年間活動計画（案）について ·································· 資料 3 
(4) レジリエンス研究教育推進コンソーシアム規約別表の改正について ····································· 資料 4 
(5) Joint Seminar減災との第 2 回共同シンポジウム開催報告 ······················································· 資料 5 
(6) Network Security Forum 2022（NSF2022）への後援について ··································· 資料 6-1～6-2 
(7) その他 
 
Ⅱ. 筑波大学リスク・レジリエンス工学学位プログラムに係る事案 

(1) 令和 4年度協働大学院教員及び非常勤講師について ·················································· 資料 7-1～7-2 
(2) 令和 4年度開設授業について ··································································································· 資料 8 
(3) 紀要「リスク・レジリエンス工学研究」別冊としてのコンソーシアム活動報告刊行の 

延期について ····························································································································· 資料 9 
(4) 学位プログラムオープンキャンパスの開催について ····························································· 資料 10 
(5) その他 
 
（配付資料） 
資料 1  役員の任期満了に伴う選出について ··············································································· P.3～ 
資料 2-1 総会・運営委員会委員名簿（令和 4年 3 月 7日版） ····················································· P.9～ 
資料 2-2 【参考】令和 3 年度総会・運営委員会委員名簿（令和 3年 10月 13 日版） ·············· P.10～ 
資料 3   令和 4年度コンソーシアム活動企画（案）について ··················································· P.11～ 
資料 4  レジリエンス研究教育推進コンソーシアム規約別表の改正について ·························· P.13～ 
資料 5  Joint Seminar減災・ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ研究教育推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ第 2 回共同ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催報告 ······· P.20～ 
資料 6-1 後援名義使用申請書（NPO 法人日本ネットワークセキュリティ協会） ···················· P.39～ 
資料 6-2 Network Security Forum 2022 開催概要 ········································································ P.40～ 
資料 7-1 令和 4年度協働大学院教員一覧 ···················································································· P.41～ 
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資料 9  紀要「リスク・レジリエンス工学研究」別冊としてのコンソーシアム活動報告 
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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局 （筑波大学システム情報エリア支援室）
TEL: 029-853-4975　E-mail: r2ec-contact@risk.tsukuba.ac.jp

●お問合せ

主催：Joint Seminar 減災、レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

2022.2.14月 14:00～17:00
オンライン（Zoomウェビナー）
（関西大学 梅田キャンパス KANDAI Me RISE 8階大ホールから中継）

場所

総合司会　木村 玲欧 氏（兵庫県立大学 環境人間学部・大学院環境人間学研究科 教授）

14:00-14:05 開会挨拶・趣旨説明
林　 春男 氏 国立研究開発法人防災科学技術研究所 理事長、

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 会長、
Joint Seminar 減災 共同代表

16:55-17:00 閉会挨拶
河田 惠昭 氏　関西大学 社会安全学部 特別任命教授、Joint Seminar 減災 共同代表

14:05-14:45 基調講演 1「航空気象（ドローンやヘリ等）から見た災害の地域性」
小山 健宏 氏 株式会社ウェザーニューズ

航空気象チーム マーケティングリーダー

14:45-15:25 基調講演 2「災害文化の特徴とレジリエンスを中心に 」
林　 勲男 氏 国立民族学博物館 超域フィールド科学研究部 教授

15:40-16:55 パネルディスカッション
「地域性を考えた減災・レジリエンスのあり方」
モデレーター： 遠藤 靖典 氏（レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 副会長、

筑波大学システム情報系 教授、システム情報工学研究群長）
登 壇 者： 小山 健宏 氏（株式会社ウェザーニューズ）

林    勲男 氏（国立民族学博物館 超域フィールド科学研究部 教授）
河田 惠昭 氏（関西大学 社会安全学部 特別任命教授）
林　 春男 氏（国立研究開発法人防災科学技術研究所 理事長）

参加申込QRコード▶
https://r2ec.jp/jointsymposium2022/申込締切  2022年2月13日（日）

小山 健宏 氏

林    勲男 氏

河田 惠昭 氏

林　 春男 氏

地域性を考えた減災・
レジリエンスのあり方

日本は複雑な地形のもとに多様な地域性が生まれています。災害・防災・減災・
レジリエンスを考えたときに、このような地域性はどのように影響するので
しょうか。地域性というキーワードから、減災・レジリエンスのあり方を検
討します。

参加無料
要参加申込

第 1部　基調講演

第 2部　パネルディスカッション

第２回共同シンポジウム
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開催概要｜Network Security Forum 2022 （NSF2022）／NPO日本ネットワークセキュリティ協会

https://www.jnsa.org/seminar/nsf/2022/index.html
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令和4年度　リスク・レジリエンス工学学位プログラム　開設科目一覧　（令和4年3月現在）
リスク・レジリエンス工学学位プログラム（博士前期課程）

【理工情報生命学術院共通専門基盤科目】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AH0204
リスク・レジリエンス
工学概論

1 1.0 1 春AB 月3

青山 久枝,福島
幸子,柳生 智彦,
三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,片
岸 一起,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗,佐波 晶

リスク・レジリエンス工学の対象とする範疇は環
境・エネルギー、都市防災減災、情報セキュリ
ティをはじめとして多岐に亘る。また、それらを
支える基礎理論も視野に入れなければならない。
そのため、リスク・レジリエンス工学に係る専門
分野を修得するためには自分自身の専門のリス
ク・レジリエンス工学における位置付けを明確に
する必要がある。そのため、本授業科目では、リ
スク・レジリエンス工学の基本的概念、リスクと
レジリエンスの定義、様々な分野におけるリス
ク、レジリエンスを実現させるための問題点と課
題・解決手法について、実践的な実例を取り上げ
ながら講述し、分野ごとの多様性と差違を理解す
る。本授業科目とリスク・レジリエンス工学基礎
とでリスク・レジリエンス工学の俯瞰的な視野を
涵養する。

オンライン(オンデマ
ンド型)

★

★原子力規制人材育成事業教育課程授業科目

資料8
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【研究群共通科目】リスク・レジリエンス工学関連科目(専門基礎科目)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AL0300
ソフトコンピューティ
ング基礎論

4 2.0 1・2 春AB 水3,4
総合
B0110

宮本 定明,遠藤
靖典

ソフトコンピューティングの諸技法は、人間の関
与する場面の多い状況、特にリスク解析において
その威力を発揮する。また、ソフトコンピュー
ティングの理論修得を通じて、従来のハードコン
ピューティングの諸技法に対する認識を深めるこ
ともできる。そこで、本講義では、ソフトコン
ピューティングのうちで特に重要と思われる、不
確実性理論、様相論理、ファジィ理論、ベイズ推
定、期待効用理論、プロスペクト理論、ファジィ
理論を中心に論じる。抽象的な理論のみならず、
現実問題への応用などにも言及する。

01CF120と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL0301 データマイニング 1 2.0 1・2 秋AB 火5,6
総合
B0110

イリチュ 美佳

データマイニングの理論に基づき、知識発見に基
づくデータ解析技法を統計的学習理論と機械学習
理論の両側面から論じる。データ解析の分野で扱
う先端的方法論を、数学的根拠に基づいて理解で
きるようにし、社会で実際に利用されるデータ解
析技法を基にして、データマイニングの技法の応
用を身に付けることを目標とする。具体的には、
データに内在する不確実性の表現方法、探索的
データ解析手法、データ解析の最近の問題とそれ
に対応する先端的方法等について、論じる。

01CF109と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL0302 暗号技術特論 1 2.0 1・2 春AB 月1,2
総合
B0110

西出 隆志

情報セキュリティ確立のための基盤技術の一つで
ある暗号技術について学修する。代数学、数論な
どの基礎事項について知識を修得した後、現代暗
号理論を中心に、情報セキュリティシステムの代
表的な基本構成要素(公開鍵暗号方式、 鍵配送方
式、 認証方式など)が動作する理論的な根拠につ
いて理解を深める。以下の内容に基づき講義す
る。
1)暗号基礎数学(モジュロ演算,オイラーの定理,
中国剰余定理など)
2)公開鍵暗号(RSA暗号、ElGamal暗号,Paillier暗
号,電子署名など)
3)安全性証明(モデル化と計算量的仮定)
4)暗号プロトコル(秘密分散、準同型暗号、ゼロ
知識証明、秘密計算など)

オンライン (オンデマ
ンド型)
01CF212, 01CH219と同
一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL0303 現代情報理論 1 2.0 1・2 春AB 火3,4 3B303 片岸 一起

本講義では、染谷・シャノンの標本化定理を取り
上げ、ディラックのデルタ関数をベースにした超
関数論を用いることにより、アナログ信号とディ
ジタル信号の同型性を保持しつつ、その定理を完
全に証明する。これにより、染谷・シャノンの標
本化定理においてこれまで明確に議論されていな
い様々な問題とそれらの解についての見通しが良
くなることを示す。そして、染谷・シャノンの標
本化定理の一般化であるフルーエンシ理論につい
て概説する。

01CF202, 01CH102と同
一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL0304 数理モデル解析特論 1 2.0 1・2 春AB 火5,6
総合
B812

高安 亮紀

非線形数理モデルの数値計算によるリスク検証手
法を紹介する。また数値計算に潜むリスクを制御
するための精度保証付き数値計算理論も紹介す
る。現象の数理モデルによる表現と計算機シミュ
レーションによる再現は、現在広く使われている
現象の解析手法であるが、数理モデルによる現象
の再現性を検証できなければ、現象の解析に思い
もよらないリスクが内在することになる。本講義
では数理モデルの信頼性検証方法として、数値計
算を利用したシミュレーションの手法について概
説し、特に数値計算の誤差に注目する。そして数
値計算で生じるすべての誤差を考慮して正しい結
果を導く数値計算法である「精度保証付き数値計
算」について講述する。

01CF407と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

★

0AL0305 数理環境工学特論 1 2.0 1・2 秋AB 金3,4
総合

B701-1
羽田野 祐子

環境中を移動する物質を長期にわたり追跡する場
合、放射性物質はたいへん役に立つ。放射性物質
は微量でも検出可能であり、放出場所はピンポイ
ントかつ短時間、また数十年にわたるモニタリン
グデータが多く存在するため、放射性ではない汚
染物質の移動のモデルとして使うことができる。
本講義ではこのような点に立脚し、環境動態モデ
リングについて学習する。あわせて、放射線計測
の基礎知識を身につける。

01CF410と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). 対面

★

★原子力規制人材育成事業教育課程授業科目
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【研究群共通科目】リスク・レジリエンス工学関連科目(専門科目)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0AL5300
エネルギー・環境モデ
リング演習

2 2.0 1・2 秋AB 水1,2
総合

B112-1
鈴木 研悟

現実のエネルギー・環境システムが抱える問題を
抽象化した定量的モデルを構築する技法を身に付
ける。構築されたモデルを計算機上に実装する方
法論を学修する。実装したモデルを用いたシミュ
レーションを通じて、エネルギー・環境システム
に関連するリスク、およびそれらへの対策につい
て総合的に議論する方法を学ぶ。システム最適化
モデルとゲーミングモデルの演習を通じて、エネ
ルギー・環境問題に限らず,巨大で複雑な社会シ
ステムの将来をデザインする視点を養うことを目
指す。
[受講生の到達レベル]
1) エネルギー・環境システムを最適化モデルと
して計算機上に実装できる
2) 実社会の問題をシステム最適化モデルを用い
て実社会の問題を分析・考察できる
3) ゲーミングモデルを用いて実社会の問題を分
析・考察できる

01CF411と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

0AL5301 サイバーリスク特論 1 1.0 1・2
夏季休業

中
集中

大久保 隆夫,西出
隆志,面 和成

一般的なソフトウェアの開発手法、および、Web
やモバイルのソフトウェアに潜在する典型的な脆
弱性を含む問題についての理解を深める。また、
脆弱性を作りこまないためのセキュアなソフト
ウェア開発方法について、講義および実習を通し
て技術を深める。情報セキュリティ対策は学際融
合技術であるが、それらを戦略的情報セキュリ
ティの観点から理解することを狙いとする。
[受講生の到達レベル]
1) ソフトウェアに潜在する典型的な脆弱性につ
いて理解する。
2) 従来のソフトウェア開発手法におけるセキュ
リティ実現の困難さについて理解する。
3) 脆弱性を作りこまないための最新のセキュア
なソフトウェア開発技術について修得する。

01CF206, 01CH750と同
一。
オンライン(同時双方
向型)

0AL5302
サイバーレジリエンス
演習

2 1.0 1・2 春A 月4,5
総合
B0110

島岡 政基,面 和
成,片岸 一起,西
出 隆志

サイバーレジリエンスを実現するためのより進ん
だ手法について暗号、ネットワーク、ソフトウェ
アなどの観点から輪講・演習形式を通じて学修し
理解を深める。
授業内容は次のとおり。
1) サイバー空間を含む社会の安全と信頼に関す
る講義
2) 上記に関連する文献調査・発表と討論
3) 他履修生の発表の聴講と討論

01CF213と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL5303 セキュリティ論考特論 1 1.0 1・2 春C 集中
総合

B112-1
甘利 康文,西出
隆志

本講では、リスク、レジリエンス等の研究領域に
おいて、どの分野にも共通する「基本的な考え
方」に関する示唆を与える。その目的のために、
「セキュリティ」、「安全」、「安心」、そして
これらを脅かす「リスク」などを対象に、実務家
としての観点、概念的観点から論考する。また、
その基本的考え方に関係する「オペレーショ
ン」、「損失」、「有益」、「人と人との意思伝
達」、「技術」、「認識」、「存在」などの概念
について論じるほか、「サービス」、「社会」、
「世間」などのリスク・レジリエンス研究の成果
が適用される先についても、その何たるかについ
て検討する。さらに、物理的な実体をもたない形
而上の存在である上記の対象を、体系的に扱うた
めの「科学」の考え方、さらにその科学の知見
を、現に世の中で行われている人々の営為に活か
すための「工学」のあり方についても考える。

01CF214と同一。
オンライン(同時双方
向型). 対面

★

0AL5304
ネットワークセキュリ
ティ特論

1 2.0 1・2
夏季休業

中
集中

寺田 真敏,西出
隆志

インターネットの常時接続の普及に伴い、マル
ウェアの流布を含むセキュリティ侵害活動は活発
化しており、その被害も広範囲かつ多岐に渡るよ
うになってきている。本講義では、セキュアな情
報システムを構成するにあたって念頭に置くべ
き、基本的なネットワークセキュリティを修得す
ることを目的とする。以下の内容に基づき講義す
る。
1) ネットワークアーキテクチャとセキュリ
ティ:TCP/IP,ネットワークサービス
2) ネットワークアプリケーションとセキュリ
ティ:DNS とセキュリティ,電子メールとセキュリ
ティ,Web アプリケーションとセキュリティ
3) 不正アクセス活動の現状と対策

オンラインで授業を実
施。「ネットワークセ
キュリティ特論II」と
の重複履修不可。
01CF211と同一。
オンライン(同時双方
向型)
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0AL5305
ヒューマンファクター
演習

2 1.0 1・2 秋AB 木2
総合

B112-1
齊藤 裕一,伊藤
誠

自動化システムへの過信と不信、緊急時における
リスク回避と決定支援、リスク環境下での人間・
機械協調と支援インタフェースの設計・評価など
ヒューマンマシンインタラクションにおける
ヒューマンファクターの問題、ならびにコミュニ
ケーションや安全文化などチーム・組織における
人間の活動におけるヒューマンファクターの諸問
題について、その問題の記述のための諸概念・モ
デルや対策の方法論について具体的な事例分析を
行って理解を深める。

01CF117と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

0AL5306
ヒューマンファクター
特論

4 1.0 1・2
夏季休業

中
集中 学外

内田 信行,安部
原也,伊藤 誠

リスク・レジリエンスに関するヒューマンファク
ターの諸問題について、基礎的概念・理論を説明
するとともに、具体的解決の方法について、自動
車等の分野における最新の研究動向を含めながら
事例を解説する。とくに、視覚などの人の知覚・
認知の機能に焦点をあて、基本的なメカニズムと
自動車の運転などに与える影響や、そのヒューマ
ンファクターを考慮に入れた安全対策の立案法や
その効果評価について、演習を交えて学ぶ。

01CF119と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

★

0AL5307
プロセスシステムリス
ク特論

1 2.0 1・2 春AB 金3,4
総合
B108

岡島 敬一

エネルギープラント・化学プラントのプロセスシ
ステムの概要と、関連するプラント事故・故障事
例を体系的に紹介し、望まれるリスク管理の具体
的な対策について論じる。また、各自によるプラ
ント大規模事故事例についての調査・発表を通
し、議論を進める。事故状況、発生現象と技術的
要因・対策などの検討・議論を通し、事故体系
化, プロセスの危険性解析法などを学ぶ。エネル
ギープラント・化学プラントのプロセスシステム
の概要ならびに関連するリスクおよび事故事例を
理解し、リスク管理について理解を深める。

少人数でのディスカッ
ション形式を取り入れ
るため、受入れ上限数
を14名とする。【受入
上限数14名】
01CF412と同一。
オンライン(同時双方
向型). 対面

0AL5308
リスク・レジリエンス
工学修士特別講義(セ
キュリティ)

1 1.0 1・2 秋B 集中
満保 雅浩,西出
隆志

本授業科目では、セキュリティにおけるリスク・
レジリエンスに関する現状を概観し、最近の重要
課題について講述する。暗号応用技術や関連する
セキュリティ技術によって社会にもたらされる安
全性や真正性保証、プライバシー保護などについ
て説明できるようになることを狙いとする。

オンライン(同時双方
向型)

0AL5309
リスク・レジリエンス
工学修士特別講義(都市
防災・リスク情報論)

1 1.0 1・2 春C 集中
総合
B0110

廣井 悠,梅本 通
孝

本授業科目では、都市防災・リスク情報における
リスク・レジリエンスに関する現状を概観し、最
近の重要課題について講述する。都市防災分野や
災害情報分野における問題解決能力を養うことを
狙いとする。
[受講生の到達レベル]
都市の安全・安心に関する基本的な内容と今後の
展望を理解する。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0AL5310
リスクコミュニケー
ション

1 2.0 1・2 秋AB 木3,4
総合

B112-1
谷口 綾子,梅本
通孝

リスクコミュニケーションの本質と必要性を理解
するとともに、心理学・社会心理学における諸理
論や実務への適用事例などから、実際のコミュニ
ケーションの方法や留意点を理解する。具体的に
は、リスクの認知と受容、信頼の重要性、CAUSE
モデル、社会的ジレンマ等、理論を学ぶととも
に、土砂災害避難行動や交通渋滞緩和、環境配慮
行動に向けたリスクコミュニケーションの事例を
紹介する。また、関連文献の輪読やリスクコミュ
ニケーション施設の現地見学を行う。その上で、
受講生一人一人がテーマを選定し、講義や輪読、
現地見学で得られた知見を応用したリスクコミュ
ニケーション・ツールの提案を課す。

01CF309と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

★

0AL5311
レジリエンス社会へ向
けての事業継続管理

1 2.0 1・2
秋AB
秋C

応談
総合

B112-1

桐原 憲昭,見目
久美子,真城 源
学,谷口 綾子

事業継続管理に関する基本的知識体系(プロフェ
ショナル・プラクティス)10項目(以下専門業務と
いう)に基づいて、インシデント対応(緊急対応)
や事業継続計画策定の主要なコンポーネントを学
修し、ツール、そして実用的な経験を提供する。
教材は事業継続プログラムの開始とプロジェクト
管理、リスクや事業影響分析、脆弱性の分析、被
害防止、リスク緩和のプロセス等をカバーし、更
に組織が正常に事業を行うことを妨げる事象か
ら、復旧しサバイバルする為の“備え”が出来、
支援が出来る演習・テストと計画の維持管理、そ
の手順を開発して導入するまでをカバーする。

日程が決まり次第、
TWINS掲示板にて周知
予定。
詳細後日周知. オンラ
イン(オンデマンド
型). オンライン(同時
双方向型)

★
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0AL5312
レジリエント都市計画
演習

2 2.0 1・2 秋AB 火3,4
総合

B701-1

木下 陽平,鈴木
勉,谷口 綾子,梅
本 通孝

自然災害・人為災害による都市域の被害を軽減す
る方策について、計画論を理解するとともに、具
体的計画課題を対象に、地理情報システムや各種
統計ソフトを用いた定量的分析および政策評価の
手法を修得する。具体的には,教員が設定する
「都市リスクに関するデータと社会的課題」を各
学生に割り当て、学生は担当週までに分析手法を
自ら学び、チュートリアル形式で解説する資料を
作成し、当該週に他の学生に教示する.聴講する
学生は実際にチュートリアルで作業することで,
開設する学生は「他者に教える」ことでより深い
アクティブ・ラーニングとなることを意図してい
る.分析手法としては、SPSSやMS Excel等による
統計解析、GIS、MS Access等によるデータ分析を
予定している。

01CF310と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

0AL5313
環境・エネルギー・安
全工学概論

1 2.0 1・2 春AB 木5,6
総合
B0110

加藤 和彦,田原
聖隆,山本 博巳,
歌川 学,頭士 泰
之,岡島 敬一

エネルギー・環境問題を取り巻く状況はめまぐる
しく変わってきている。新たな変化にいかに対応
してこの問題に取り組めばよいか、エネルギーの
安定供給、経済効率性の向上、環境への適合、安
全性、の「3E+S」の視点から、この講義で考えて
いく。

01CF413と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL5314 金融リスク解析 1 2.0 1・2 秋AB 金5,6
総合

B112-1
三崎 広海

投資や保険を含む広い意味での金融に関するリス
クを、定量的に計測、評価、管理するための手法
について、その概念や数理的技法の基礎を解説す
る。時系列データのモデル化のための手法(ARMA
モデル、GARCHモデル、他)や、定量的リスク管理
に関するいくつかのトピック(VaR、コピュラ、信
用リスク、極値理論、他)を講義する。
[受講生の到達レベル]
1) 定量的リスク管理の概念と手法を理解する
2) 金融市場の制度や規制に関する議論を概ね理
解できるようになる
3) 必要に応じて自らデータ分析を行うことがで
きる

01CF110, 01CN225と同
一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

0AL5315
災害リスク・レジリエ
ンス論

1 2.0 1・2 春AB 金5,6
総合
B108

藤原 広行,酒井
直樹,臼田 裕一
郎,青井 真,前田
宜浩,藤田 英輔,
山口 悟,三隅 良
平,木下 陽平

各種自然災害を網羅する形で、個別の災害リスク
評価からレジリエンス向上のための災害対応技術
までを俯瞰した講義を行う。具体的には、概論、
地震・津波災害(リスク評価、対策技術、観測技
術、シミュレーション技術)、火山災害・地盤災
害(リスク評価、対策技術)、風水害・雪氷災害
(リスク評価、対策技術、情報共有・利活用技術)
について理解を深めた上で、レジリエンス向上の
ための総合戦略について、平時や災害時の実践事
例を交え学修する。

01CF311と同一。
オンライン(同時双方
向型). 対面

★

0AL5316
サイバーセキュリティ
特論

1 2.0 1・2 秋ABC 集中
総合

B112-1

数理の情報科学への応用という観点で、ネット
ワークセキュリティ及び暗号技術など、サイバー
空間において情報セキュリティが応用される分野
に必要な技術について幅広く学修する。特に、サ
イバーセキュリティの基礎技術・関連技術を学
び、その応用力を身につけることをねらいとす
る。 合わせてそれが実際にどのように世の中に
役立っているかを理解することを目標とする。さ
らに、1. ネットワークシステムに潜む脅威と脆
弱性を理解する,2. ネットワークセキュリティ及
び暗号技術の基礎を習得する,3. 情報セキュリ
ティの応用技術を習得する,を受講生の到達レベ
ルとする。

秋学期開講予定。日程
が決まり次第、TWINS
掲示板にて周知予定。
01CF210と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). 対面

★

0AL5317
都市リスクマネジメン
ト論

1 2.0 1・2 春AB 金1,2
総合

B112-1
梅本 通孝,木下
陽平

都市域おける各種自然災害及び人為災害に関する
リスクマネジメントについて論じる。まず、ハー
ド・ソフト両面のバルネラビリティの観点から、
都市災害の意味と特性、各種災害による直接的な
被害と波及的な影響の諸様相等について解説す
る。その上で、リスクの同定、評価、処理などか
らなるリスクマネジメントのプロセスを踏まえ、
実在の都市における災害リスクを対象として、受
講者によるデータ分析・考察、適切な防災・減災
対策案の検討とその発表を行う。これらを通じて
都市災害のリスクマネジメントのあり方を議論す
る。

01CF308, 01CN205と同
一。
オンライン(オンデマ
ンド型)

★

0AL5318
認知的インタフェース
論

1 2.0 1・2 秋AB 月4,5
総合

B112-1
古川 宏

レジリエンスの高い状況適応的対応には、状況・
環境における制約と要件の的確な理解が不可欠と
なる。複雑な社会・技術システムにおけるユーザ
の情報提供環境を整備する方策として、認知的作
業解析に基づくヒューマンインタフェース設計法
について述べる。作業の要件を明らかにする認知
的解析法、状況理解に適した情報の決定法、情報
表示フォームの設計法などの実用的知識について
取り上げる。

01CF118と同一。
オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)
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0AL5319

リスク・レジリエンス
工学修士特別講義(情報
知能災害リスクマネジ
メント)

1 1.0 1・2 秋B 集中
Li Wei-Sen,LIU
Yi-Chung,臼田 裕
一郎,梅本 通孝

Disaster Prevention Research and Efforts in
NCDR. The main concepts proposed by NCDR are
aimed at how to implement scientific outputs
at level of policy formation, emergency
operation, information integration and risk
communication. With practical case studies,
it will office students a chance to think
the way to develop effective and efficiency
disaster risk management.

今後の状況により、オ
ンライン授業となる可
能性あり。
01CF910と同一。
英語で授業。
オンライン(同時双方
向型). 対面

0AL5321
システム信頼性解析演
習

2 1.0 1・2 春AB 水5
総合
B811

秋元 祐太朗,岡島
敬一

原子力発電などのエネルギーシステムを例に、実
際の製品評価に用いられる信頼性ソリューション
ツールを用いた信頼性解析方法を身につける。ま
た、実際の原子力発電所をモデルにしたシミュ
レーターを用いて、原子力発電プラントプロセス
を理解する。本演習によりエネルギーシステムの
みならず、製品構成、プロセスを理解したシステ
ム信頼性解析手法を習得することを目指す。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

★

0AL5322 原子力安全特論 1 1.0 1・2 秋C 集中
岡島 敬一,羽田野
祐子

沸騰水型炉など各種原子炉プラントの安全上の特
徴ならびに原子力安全に関する基本的な考え方に
ついて説明するとともに、シビアアクシデントに
ついて講述し、原子力規制について解説する。

オンライン(同時双方
向型)

★

0AL5323
メディアリスクコミュ
ニケーション概論

1 2.0 1・2 秋AB 木5,6
総合

B112-1
片桐 暁,谷口 綾
子

メディアとは「日常世界の中で意味を媒介するも
の一般」を意味している．本講 義では様々なメ
ディアの現状と課題を含む基礎理論を概観すると
ともに，事例となる映像・写真・音楽・テキスト
等を視聴・考察する．これにより，広告(印刷 物
や映像)，映画，新聞，雑誌，WEBサイト，SNS
等，私たちを取り巻く多様なコ ンテンツやメ
ディア体験を分析し，それを批判的に読解して自
ら考える力を養う．

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

★

★原子力規制人材育成事業教育課程授業科目
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【学位プログラム科目群】専門基礎科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ALC000
リスク・レジリエンス
工学基礎

1 1.0 1 秋AB 月3
総合

B112-1

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,片
岸 一起,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗,掛谷 英紀

リスク・レジリエンス工学の対象とする範疇は環
境・エネルギー、都市防災減災、情報セキュリ
ティをはじめとして多岐に亘る。また、それらを
支える基礎理論も視野に入れなければならない。
そのため、リスク・レジリエンス工学に係る専門
分野を修得するためには自分自身の専門のリス
ク・レジリエンス工学における位置付けを明確に
する必要がある。そのため、本授業科目では、リ
スク・レジリエンス工学の基本的概念、リスクと
レジリエンスの定義並びに数学的定式化、リス
ク・レジリエンス工学における理論的基礎と発
展、理論の応用と具体的実例など、理論的側面に
重点を置きつつ、様々な側面をとりあげて概説す
る。本授業科目とリスク・レジリエンス工学概論
とでリスク・レジリエンス工学の俯瞰的な視野を
涵養する。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型)

★

【学位プログラム科目群】専門科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ALC500
リスク・レジリエンス
工学グループPBL演習

2 3.0 1 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,片
岸 一起,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗,掛谷 英紀

3-4 名の学生グループ毎にリスク・レジリエンス
工学に関する課題(下記の(研究指導)欄に示され
る各教員の研究指導する専門領域や研究テーマを
中心とする)を設定し、当該課題を担当している
アドヴァイザー教員、TA、あるいはアドヴァイ
ザー学生のもとで、グループとして問題の把握、
分析、考察を行い、結果をまとめる。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

★

0ALC501
リスク・レジリエンス
工学修士特別演習I

2 2.0 1 通年 随時
総合
B0110

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,片岸
一起,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,谷
口 綾子,伊藤 誠,
庄司 学,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学に関する各々の修士レ
ベル前半の研究についてプレゼンテーションを行
い、プレゼンテーション技術の取得と向上を図
る。また、他の学生や研究者の発表を聴講し、質
疑にかかるコミュニケーション能力の向上を図
る。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面
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0ALC502
リスク・レジリエンス
工学修士特別演習II

2 2.0 2 通年 随時
総合
B0110

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,片岸
一起,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,谷
口 綾子,伊藤 誠,
庄司 学,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学に関する各々の修士レ
ベル後半の研究についてプレゼンテーションを行
い、プレゼンテーション技術の取得と向上を図
る。また、他の学生や研究者の発表を聴講し、質
疑にかかるコミュニケーション能力の向上を図
る。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

0ALC503
リスク・レジリエンス
工学修士特別研究I

3 2.0 1 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,片岸
一起,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,谷
口 綾子,伊藤 誠,
庄司 学,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学の修士レベル前半の各
研究テーマに関する基礎的なものの見方・知識・
スキルを教授するとともに、そのテーマの研究指
導を行う。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0ALC504
リスク・レジリエンス
工学修士特定課題研究

3 3.0 2 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,高安 亮紀,
面 和成,鈴木 研
悟,齊藤 裕一,木
下 陽平,片岸 一
起,鈴木 勉,羽田
野 祐子,古川 宏,
イリチュ 美佳,遠
藤 靖典,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗,加藤 和彦,
内田 信行,臼田
裕一郎,酒井 直
樹,田原 聖隆,藤
原 広行,山本 博
巳,岡部 康平,島
岡 政基,佐藤 稔
久,安部 原也,佐
波 晶

リスク・レジリエンス工学における修士レベルの
特定の課題に関する基礎的なものの見方・知識・
スキルを教授するとともに、その特定課題につい
ての研究指導を行う。

オンライン(同時双方
向型). 対面
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0ALC505
リスク・レジリエンス
工学修士特別研究II

3 3.0 2 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,片岸
一起,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,谷
口 綾子,伊藤 誠,
庄司 学,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学の修士レベル後半の各
研究テーマに関する基礎的なものの見方・知識・
スキルを教授するとともに、そのテーマの研究指
導を行う。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0ALC506
リスク・レジリエンス
工学輪講I

2 1.0 1 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,高安 亮紀,
面 和成,鈴木 研
悟,齊藤 裕一,木
下 陽平,片岸 一
起,鈴木 勉,羽田
野 祐子,古川 宏,
イリチュ 美佳,遠
藤 靖典,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗,加藤 和彦,
内田 信行,臼田
裕一郎,酒井 直
樹,田原 聖隆,藤
原 広行,山本 博
巳,岡部 康平,島
岡 政基,佐藤 稔
久,安部 原也,佐
波 晶

リスク・レジリエンス工学の各研究テーマに関す
る研究動向を把握するために、外国語文献をいく
つか選定して輪講を行う。また、これを通じて、
国際的通用性を高めるための語学力、ならびに専
門知識の修得を図る。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0ALC507
リスク・レジリエンス
工学輪講II

2 1.0 2 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,高安 亮紀,
面 和成,鈴木 研
悟,齊藤 裕一,木
下 陽平,片岸 一
起,鈴木 勉,羽田
野 祐子,古川 宏,
イリチュ 美佳,遠
藤 靖典,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗,加藤 和彦,
内田 信行,臼田
裕一郎,酒井 直
樹,田原 聖隆,藤
原 広行,山本 博
巳,岡部 康平,島
岡 政基,佐藤 稔
久,安部 原也,佐
波 晶

リスク・レジリエンス工学の各研究テーマに関す
る研究動向を把握するために、外国語文献をいく
つか選定して輪講を行う。また、これを通じて、
国際的通用性を高めるための語学力、ならびに専
門知識の修得を図る。

オンライン(同時双方
向型). 対面
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0ALC508
リスク・レジリエンス
工学修士インターン
シップA

3 1.0 1・2 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,片
岸 一起,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関する企業、官公庁
の研究所、非営利団体などの現場における短期・
中期にわたる就労体験を通じて自らの能力涵養、
適性の客観評価を図るとともに、将来の進路決定
に役立てる。

オンライン(オンデマ
ンド型)

★

0ALC509
リスク・レジリエンス
工学修士インターン
シップB

3 2.0 1・2 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,片
岸 一起,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,イリチュ 美
佳,遠藤 靖典,岡
島 敬一,谷口 綾
子,伊藤 誠,庄司
学,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関する企業、官公庁
の研究所、非営利団体などの現場における長期に
わたる就労体験を通じて自らの能力涵養、適性の
客観評価を図るとともに、将来の進路決定に役立
てる。

オンライン(オンデマ
ンド型)

★

★原子力規制人材育成事業教育課程授業科目
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リスク・レジリエンス工学学位プログラム（博士後期課程）

リスク・レジリエンス工学関連科目(専門科目)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0BLC500
リスク・レジリエンス
工学博士特別講義(セ
キュリティ)

1 1.0 1 - 3 秋B 集中
満保 雅浩,西出
隆志

本授業科目では、セキュリティにおけるリスク・
レジリエンスに関する現状を概観し、最近の重要
課題について講述する。暗号応用技術や関連する
セキュリティ技術によって社会にもたらされる安
全性や真正性保証、プライバシー保護などについ
て説明できるようになることを狙いとする。

オンライン(同時双方
向型)

0BLC501
リスク・レジリエンス
工学博士特別講義(都市
防災・リスク情報論)

1 1.0 1 - 3 春C 集中
総合
B0110

廣井 悠,梅本 通
孝

本授業科目では、都市防災・リスク情報における
リスク・レジリエンスに関する現状を概観し、最
近の重要課題について講述する。都市防災分野や
災害情報分野における問題解決能力を養うことを
狙いとする。
[受講生の到達レベル]
都市の安全・安心に関する基本的な内容と今後の
展望を理解する。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0BLC502
リスク・レジリエンス
工学博士特別講義(ビジ
ネスリスク)

1 1.0 1 - 3
夏季休業

中
集中

上田 圭一,小野
吉昭,小早川 直
樹,中川 慧,細尾
英雄,倉橋 節也,
津田 和彦,吉田
健一,木野 泰伸

有職社会人であり博士の学位を取得した人を招
き、仕事と研究を両立する利点とリスクを、具体
的な事例を講述いただくと共に、ディスカッショ
ンを通じて、レジリエンスの立場から、その対策
などを検討する。

授業実施の方法につい
ては、決定次第manaba
にて周知予定。
02CF907と同時実施。
オンライン(同時双方
向型)

0BLC503
リスク・レジリエンス
工学博士特別演習

2 2.0 1 - 3 通年 随時
総合
B0110

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,吉田
健一,片岸 一起,
倉橋 節也,津田
和彦,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,谷口 綾子,
伊藤 誠,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学に関する博士レベルの
各々の研究についてプレゼンテーションを行い、
プレゼンテーション技術の取得と向上を図る。ま
た、他の学生や研究者の発表を聴講し、質疑にか
かるコミュニケーション能力の向上を図る。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

0BLC504
リスク・レジリエンス
工学博士特別研究

3 6.0 1 - 3 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,吉田
健一,片岸 一起,
倉橋 節也,津田
和彦,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,谷口 綾子,
伊藤 誠,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学の博士レベルの各研究
テーマに関する基礎的なものの見方・知識・スキ
ルを教授するとともに、そのテーマの研究指導を
行う。また、専門分野のレビューについて外国語
によるプレゼンテーションを行わせ、国際的通用
性を向上させる。

オンライン(同時双方
向型). 対面
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0BLC505
リスク・レジリエン
ス・ケーススタディ

2 1.0 1 - 3 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,高安 亮紀,
面 和成,鈴木 研
悟,齊藤 裕一,木
下 陽平,吉田 健
一,片岸 一起,倉
橋 節也,津田 和
彦,鈴木 勉,羽田
野 祐子,古川 宏,
木野 泰伸,イリ
チュ 美佳,遠藤
靖典,谷口 綾子,
伊藤 誠,梅本 通
孝,西出 隆志,秋
元 祐太朗,加藤
和彦,内田 信行,
臼田 裕一郎,酒井
直樹,田原 聖隆,
藤原 広行,山本
博巳,岡部 康平,
島岡 政基,佐藤
稔久,安部 原也,
佐波 晶

リスク・レジリエンスに関わるケーススタディを
行うことにより、課題発見、情報・データの収集
と解析、多面的評価、成果発表にいたる一連の過
程を体験する。学生 自主プロジェクトとして推
進する。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0BLC506
リスク・レジリエンス
工学博士PBL演習

2 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,吉
田 健一,片岸 一
起,倉橋 節也,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関するグループPBL
にアドバイザとしてコミットさせることにより、
問題の設定、プロジェクトのマネジメント、成果
のとりまとめ、発表までのプロセスを指導できる
能力を会得させる。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

0BLC507
リスク・レジリエンス
工学博士インターン
シップA

3 1.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,吉
田 健一,片岸 一
起,倉橋 節也,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関する企業、官公庁
の研究所、非営利団体などの現場における短期・
中期にわたる就労体験を通じて自らの能力涵養、
適性の客観評価を図るとともに、将来の進路決定
に役立てる。

オンライン(オンデマ
ンド型)

★

0BLC508
リスク・レジリエンス
工学博士インターン
シップB

3 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,吉
田 健一,片岸 一
起,倉橋 節也,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関する企業、官公庁
の研究所、非営利団体などの現場における長期に
わたる就労体験を通じて自らの能力涵養、適性の
客観評価を図るとともに、将来の進路決定に役立
てる。

オンライン(オンデマ
ンド型)

★
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0BLC509
リスク・レジリエンス
工学博士プロジェクト
研究

3 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,吉
田 健一,片岸 一
起,倉橋 節也,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関するプロジェクト
を独自に提案し、調査・分析に基づいて問題の構
造およびプロセスの解明とメカニズムの分析を行
い、問題解決のための方策を提言する。

オンライン(同時双方
向型). 対面

0BLC510

リスク・レジリエンス
工学博士特別講義(情報
知能災害リスクマネジ
メント)

1 1.0 1 - 3 秋B 集中
Li Wei-Sen,LIU
Yi-Chung,臼田 裕
一郎,梅本 通孝

Disaster Prevention Research and Efforts in
NCDR. The main concepts proposed by NCDR are
aimed at how to implement scientific outputs
at level of policy formation, emergency
operation, information integration and risk
communication. With practical case studies,
it will office students a chance to think
the way to develop effective and efficiency
disaster risk management.

今後の状況により、オ
ンライン授業となる可
能性あり。
02CF910と同一。
英語で授業。
オンライン(同時双方
向型). 対面

★原子力規制人材育成事業教育課程授業科目
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リスク・レジリエンス⼯学学位プログラム（博⼠後期課程）昼夜開講プログラム
専門科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0BD5005 知能情報システム 1 1.0 1 - 3 秋B 土5,6
2F講義
室6

倉橋 節也

複雑な社会や経営の問題を扱うためには、知能情
報システムのモデル化が必要となる。本講義で
は、人工知能をベースとしたマルチエージェント
技術に基づくシミュレーション&ゲーミング手法
を紹介する。これはボトムアップ型のアプローチ
であり、ソフトウェアエージェントと人間を含む
それぞれの主体が、シンプルなゲーミング環境の
下で、自律的・適応的な意思決定を通して、複雑
なシステムを実験的に再現することができる。本
講義ではゲーム設計を含め、グループワークを通
して自律的に参加することで、知能情報システム
のモデル化について理解する。

西暦偶数年度開講。
02CF206, 02FA247と同
一。

0BDM222
プロジェクト・マネジ
メント論

1 1.0 1 - 3

企業は変革を成し遂げるために、各種プロジェク
トを実施する。プロジェクトを確実に成功させる
ためには、ビジョンの明確化、計画の立案、作業
の実施、状況のモニタリングとコントロールの各
段階において体系化されたマネジメントプロセス
を実施することが大切である。本講義では、その
手法として、WBS、PERT、EVM、リスクマネジメン
ト、品質マネジメント、見積り技法等を習得す
る。それらの技法は、産業分野や地域を超え標準
化されたものである。

西暦奇数年度開講。
02CF207, 02FA234と同
一。
2022年度開講せず。

0BDM223 システムデザイン論 1 1.0 1 - 3 春B 金7,8
2F講義
室6

木野 泰伸

世の中には、社会システム、経済システム、情報
システムなど、物理的、概念的要素が集まること
によって構成されるシステムが多く存在する。そ
れらシステムは、人類によって設計される。良い
設計を行うことにより、社会に貢献することがで
きる。本講義では、モデル化技法と、システム設
計を行うための技法について習得する。なお、良
い設計を行うためには、ニーズ、要件を理解し、
優れた概念モデルを作成する必要があるため、文
章データから概念モデルを作成する技法について
も合わせて習得する。

西暦偶数年度開講。
02CF208, 02FA275と同
一。

0BDM224 情報検索特論 1 1.0 1 - 3

インターネットの発達などにより、アクセスでき
る情報は爆発的に増加している。この莫大な情報
の中から、キーワード検索のみで必要な情報を探
し出すことは困難になりつつある。このような背
景のもと、同義語や類義語、シソーラスなどを用
いた概念検索や、個人の検索履歴を用いた意図理
解検索、世の中で良く検索されているキーワード
を活用した予測検索など、高度な検索技術が開発
されつつある。本講義では、これらの高度な検索
技術について紹介すると共に、その要素技術およ
び適用分野について紹介する。これらの事例を参
考にすることで、情報検索のアルゴリズムについ
て理解する。

西暦奇数年度開講。
02CF201, 02FA238と同
一。
2022年度開講せず。

0BDM225
知的ドキュメント管理
論

1 1.0 1 - 3 春C 応談 津田 和彦

氾濫するドキュメント情報を、知識とするには
「必要とする情報」を漏れなく高速に閲覧できる
ように管理する必要がある。ドキュメントの中は
テキスト情報だけでなく、図や表など様々な情報
が記載されている。さらにドキュメントには、作
成者や作成日、閲覧履歴など多くの属性情報が付
与されている場合が多い。本講義では、これらの
情報を総合的に捉え、目的に応じたドキュメント
を漏れなく高速に検索できるように管理する手法
について議論すると共に、その限界や問題点など
についても考察する。これにより、ドキュメント
を効果的に利用するための管理方法を習得する。

西暦偶数年度開講。
02CF202, 02FA239と同
一。

0BDM227 ネットワーク特論 4 1.0 1 - 3

インターネットの発展は人工知能やデータマイニ
ング、深層学習、強化学習などの技術と共に、新
しい社会インフラとしての地位を確立した。本講
義では、このような背景の中、ビッグデータやク
ラウドサービスなど関連の最新資料を題材に、そ
の貢献について議論する。
授業は講義形式で行う。

西暦奇数年度開講。
02FA242と同一。
2022年度開講せず。
西暦奇数年度開講

0BDM228 情報マネジメント 4 1.0 1 - 3 秋C 応談 吉田 健一

現代の情報処理技術がWWWのような新しい価値を
創出しようとしている一方、迷惑メールやイン
ターネットウイルス等のマイナス面が新たなマイ
ナスの社会要因を作りつつある。本講義では、こ
のような社会背景の中、問題となる各種概念およ
び関連技術に関する資料を題材に、内容に関する
議論を行う。授業は講義形式で行う。

西暦偶数年度開講。
02CF204, 02FA243と同
一。
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0BDM229 複雑システム論 1 1.0 1 - 3

流行現象、流通・取引関係、組織運営、伝染病な
ど、人や組織に起因する社会のさまざまな関係
は、複雑システムの視点から捉えることができ
る。これらを分析する手法として、社会ネット
ワーク分析や複雑ネットワーク分析がある。ま
た、ネットワークモデルを利用したシミュレー
ション手法として、社会シミュレーションがあ
る。本講義では、これらの理論的背景とモデリン
グ手法を講義するとともに、実際の現象に対して
分析を試みることを通して、複雑システムのモデ
ル化の理論と手法を習得する。

西暦奇数年度開講。
02CF205, 02FA246と同
一。
2022年度開講せず。

0BLC502
リスク・レジリエンス
工学博士特別講義(ビジ
ネスリスク)

1 1.0 1 - 3
夏季休業

中
集中

上田 圭一,小野
吉昭,小早川 直
樹,中川 慧,細尾
英雄,倉橋 節也,
津田 和彦,吉田
健一,木野 泰伸

有職社会人であり博士の学位を取得した人を招
き、仕事と研究を両立する利点とリスクを、具体
的な事例を講述いただくと共に、ディスカッショ
ンを通じて、レジリエンスの立場から、その対策
などを検討する。

授業実施の方法につい
ては、決定次第manaba
にて周知予定。
02CF907と同時実施。
オンライン(同時双方
向型)

0BLC503
リスク・レジリエンス
工学博士特別演習

2 2.0 1 - 3 通年 随時
総合
B0110

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,吉田
健一,片岸 一起,
倉橋 節也,津田
和彦,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,谷口 綾子,
伊藤 誠,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学に関する博士レベルの
各々の研究についてプレゼンテーションを行い、
プレゼンテーション技術の取得と向上を図る。ま
た、他の学生や研究者の発表を聴講し、質疑にか
かるコミュニケーション能力の向上を図る。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

0BLC504
リスク・レジリエンス
工学博士特別研究

3 6.0 1 - 3 通年 随時

岡島 敬一,三崎
広海,加藤 和彦,
高安 亮紀,内田
信行,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,臼田 裕一郎,
酒井 直樹,田原
聖隆,藤原 広行,
山本 博巳,岡部
康平,島岡 政基,
木下 陽平,吉田
健一,片岸 一起,
倉橋 節也,津田
和彦,鈴木 勉,羽
田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,谷口 綾子,
伊藤 誠,梅本 通
孝,西出 隆志,佐
藤 稔久,安部 原
也,秋元 祐太朗,
佐波 晶

リスク・レジリエンス工学の博士レベルの各研究
テーマに関する基礎的なものの見方・知識・スキ
ルを教授するとともに、そのテーマの研究指導を
行う。また、専門分野のレビューについて外国語
によるプレゼンテーションを行わせ、国際的通用
性を向上させる。

オンライン(同時双方
向型). 対面
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0BLC506
リスク・レジリエンス
工学博士PBL演習

2 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,吉
田 健一,片岸 一
起,倉橋 節也,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関するグループPBL
にアドバイザとしてコミットさせることにより、
問題の設定、プロジェクトのマネジメント、成果
のとりまとめ、発表までのプロセスを指導できる
能力を会得させる。

オンライン(オンデマ
ンド型). オンライン
(同時双方向型). 対面

0BLC509
リスク・レジリエンス
工学博士プロジェクト
研究

3 2.0 1 - 3 通年 随時

三崎 広海,高安
亮紀,面 和成,鈴
木 研悟,齊藤 裕
一,木下 陽平,吉
田 健一,片岸 一
起,倉橋 節也,津
田 和彦,鈴木 勉,
羽田野 祐子,古川
宏,木野 泰伸,イ
リチュ 美佳,遠藤
靖典,岡島 敬一,
谷口 綾子,伊藤
誠,梅本 通孝,西
出 隆志,秋元 祐
太朗

リスク・レジリエンス工学に関するプロジェクト
を独自に提案し、調査・分析に基づいて問題の構
造およびプロセスの解明とメカニズムの分析を行
い、問題解決のための方策を提言する。

オンライン(同時双方
向型). 対面

★原子力規制人材育成事業教育課程授業科目
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あなたの個人情報はスマホ経由で全世界へとつながれ、

あなたの暮らしは、道路・水道・電気・ガスなどのライフライン頼み。

あなたの家は約 2,000 以上の活断層が走る地震列島に建ち、

その日本は、大きな環境問題を抱える、地球という惑星の一部です。

現代社会にひそむ無数の「リスク」。

有事からしなやかに復旧するための「レジリエンス」。

時代が待望するこの分野で学び、自らの手で、未来を創り出してみませんか？

筑波大学大学院  理工情報生命学術院  システム情報工学研究群

リスク・レジリエンス工学学位プログラム
オープンキャンパス

https://www.risk.tsukuba.ac.jp/ 検索リスク・レジリエンス工学

場所：オンライン開催
一部、現地開催を予定しております。詳しくはHPをご覧ください。

2022. 4  24日
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